
 

 

第三セクターの経営情報について[北九州野球株式会社] 

 

１ 会社概要 

（１） 事業内容 

① プロ野球公式戦等の興行 

② 北九州市民球場内の広告、宣伝に関する業務 

③ 北九州市民球場内の食料品等の販売に関する業務 

④ 北九州市民球場等（北九州市民球場、三萩野球場）の指定管理業務 

 

 

（２） 会社設立及び本市の出資額・割合 

 会社設立  昭和６３年１１月１６日 

 資本金   ５０，０００千円（本市出資金２，０００千円 出資率４．０％） 

  

２ 事業報告要旨等 

 
第 3 ６ 期 令和５年４月１日から令和６年３月３１日 

事 業 報 告 要 旨 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が第 5 類へ移行されたこ

と等により、前期以上の球場利用があった。 

利用実績として、高校野球 81 試合、大学野球 9 試合、社会人野球

37 試合、少年野球 41 試合が行われた。 

プロ野球では、予定されていた福岡ソフトバンクホークス主催の公

式戦２試合とオープン戦 1 試合（合計 3 試合）のうち 2 試合が行わ

れ、公式戦 1 試合は、雨天中止となった。2 試合の観客数は、合計で

29,677 人であった。 

また、独立リーグのプロ野球チーム「北九州下関フェニックス」の

試合が 13 試合、日本女子ソフトボールのトップリーグ「JD リーグ」

の試合が、12 試合開催された。 

自主事業では、福岡ソフトバンクホークス等の協力による「北九州

ベースボールクリニック」や「ホークス野球塾」等を開催し、北九州

市の野球の振興・技術の向上及び野球を通じた青少年の健全育成に取

組むとともに、施設面では芝生の張替えや 1 階トイレブースの改修等

を行い、施設の安全性・快適性の向上を図った。 

 令和６年度は、日本プロ野球公式戦（２試合）や、北九州下関フェ

ニックス（1５試合）及び日本女子ソフトボール「ＪＤリーグ」（1４

試合）等の試合開催が予定されている。 
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収 支 の 

状 況 

当 期 純 利 益 4,830 千円 

直近三事業年度 

の 収 入 及 び 

損 益 の 状 況 

 

 

 

第 33 期 第 34 期 第 35 期 第 3６期 

R2.11.1～ 

R3.3.31 

（５ケ月間） 

R3.4.1～

R4.3.31 

（12 ケ月間） 

R4.4.1～

R5.3.31 

（12 ケ月間） 

R5.4.1～

R6.3.31 

（12 ケ月間） 

売上高 40,293 千円 115,652 千円 131,914 千円 139,316 千円 

経常利益 3,973 千円 6,175 千円 8,190 千円 7,002 千円 

当 期 

純利益 
2,288 千円 4,503 千円 5,958 千円 4,830 千円 

繰 越 利 益 剰 余 金 63,299 千円 

株主総会 

監 査 報 告 監査役が監査を実施した結果、適正と認める。 

議 案 

令和６年６月１９日に第３６回定時株主総会が開催され、以下の議

案が異議なく可決された。 

第１号議案 第３６期貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動 

計算書及び個別注記表承認の件 

第２号議案 取締役８名選任の件 

第３号議案 監査役２名選任の件 
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